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高
等
部
大
学
受
験
科「　

Ｅ‐Ｌ
ａ
ｂ (

イ
ー
ラ
ボ)

」本
格
始
動

高
等
部
大
学
受
験
科「　

Ｅ‐Ｌ
ａ
ｂ (

イ
ー
ラ
ボ)

」本
格
始
動

―
―
須
藤
先
生
は
英
泉
塾
の
中
学
部
で
安
田

先
生
か
ら
国
語
を
教
わ
っ
て
い
ら
し
た
と

か
。

須
藤
杏
奈
先
生
（
以
下
：
須
藤
）　

楽
し
か

っ
た
で
す
。
テ
キ
ス
ト
の
文
章
に
も
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
読
解
テ

ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
や
心
に
残

る
言
葉
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

英
泉
塾
の
先
生
方
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
「
合
格
の
そ
の
先
」
ま
で
本
当
に

考
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

―
―
５
年
前
に
「
高
等
部
大
学
受
験
科
」
を

創
設
し
た
理
由
も
そ
こ
に
繋
が
り
ま
す
か
。

安
田
卓
史
先
生
（
以
下
：
安
田
）　

「
社
会

に
有
用
な
人
間
を
育
て
る
」
な
ら
ば
、
で
き

る
限
り
長
い
時
間
、
我
々
の
理
念
に
基
づ
く

教
育
活
動
を
行
い
た
い
。
大
学
受
験
ま
で
彼

ら
が
よ
り
多
く
を
学
べ
る
環
境
が
あ
れ
ば
、

広
い
視
野
で
進
路
を
考
え
、
自
分
を
深
く
見

つ
め
、
人
生
を
主
体
的
に
選
択
す
る
態
度
を

身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

―
―
須
藤
先
生
は
、
高
等
部
で
大
学
生
講
師

を
し
て
い
た
時
代
か
ら
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
（
イ

ー
ラ
ボ
）
」
の
発
想
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

須
藤　

私
自
身
「
東
大
合
格
」
が
ゴ
ー
ル
に

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
は
何
が
し
た
い
の

か
、
大
学
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
高
校
時
代

に
も
っ
と
考
え
て
お
く
必
要
を
痛
感
し
ま
し

た
。
社
会
と
繋
が
る
経
験
も
無
い
ま
ま
就
職

活
動
に
入
り
、
急
に
「
社
会
に
ど
う
貢
献
し

た
い
か
」
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
も
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
。
高
校
や
大
学
の
在
学
中
に
考

え
る
べ
き
、
経
験
す
べ
き
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
「
塾
な
ら
で
き
る
」
と
思
い
、

「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
の
企
画
を
自
分
か
ら
持
ち

込
み
ま
し
た
。

安
田　

「
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
」
や
「
主

体
性
や
問
題
解
決
能
力
を
鍛
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
」
な
ど
の
講
座
は
既
に
あ
り
ま
し

た
が
、
高
校
生
は
多
忙
で
、
ど
う
し
て
も
学

習
指
導
が
メ
イ
ン
に
な
り
が
ち
。
そ
こ
で
須

藤
が
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
を
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

か
ら
手
掛
け
て
く
れ
た
。
い
ま
高
等
部
は
、

「
学
習
指
導
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教

育
」
が
、
完
全
な
両
輪
と
な
っ
て
動
い
て
い

ま
す
。
た
だ
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
は
推
薦
・
Ａ

Ｏ
・
大
学
入
試
突
破
の
た
め
の
対
策
講
座
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
び
そ
の
も
の
が
目
的
の

「
純
度
の
高
い
学
び
」
、
学
問
や
自
分
を
深

く
掘
り
下
げ
、
見
つ
め
る
機
会
や
環
境
を
提

供
す
る
の
が
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
で
す
。
結
果

的
に
、
推
薦
、
Ａ
Ｏ
、
新
し
い
大
学
入
試
に

も
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
進
学

実
績
に
も
確
実
に
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
０
年
の
大
学
受
験
制
度
改
革
に

も
充
分
対
応
で
き
る
と
？

安
田　

我
々
に
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
。
追
い

風
を
感
じ
ま
す
。
以
前
よ
り
保
護
者
の
方
々

の
理
解
や
支
援
も
格
段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

―
―
い
ま
の
高
校
生
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
問
題
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

須
藤　

大
学
や
学
部
を
選
ぶ
基
準
が
、
偏
差

値
や
「
就
職
に
有
利
だ
か
ら
」
。
大
学
の
意

義
や
、
学
問
の
中
身
は
あ
ま
り
考
え
な
い
。

「
自
分
が
何
を
学
び
た
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
悩
み
を
抱
え
る
生
徒
が
す
ご
く
多
い

で
す
。

―
―
初
回
講
座
は
「
英
泉
塾
講
師
が
語
る
学

問
の
魅
力
」
。
高
校
生
た
ち
の
反
応
は
い
か

が
で
し
た
か
。

須
藤　

関
心
が
無
か
っ
た
学
問
に
も
「
こ
ん

な
こ
と
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
視
野
が
広
が

っ
た
よ
う
で
す
。
「
学
問
の
お
も
し
ろ
さ
」

を
当
事
者
が
語
る
こ
と
で
、
大
学
で
勉
強
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。

―
―
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

や
、
「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
」
の
反
応

は
？

須
藤　

目
的
は
建
設
的
な
議
論
で
す
。
意
見

を
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
か
ら
意
見
を

聴
く
の
は
難
し
い
け
れ
ど
練
習
に
な
る
、
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
思
考
を
整
理
す
る
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
物
事
の
分
類
の
仕
方
を
考
え

た
り
、
今
後
も
の
を
考
え
る
時
に
も
役
立
つ

内
容
だ
っ
た
、
と
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。

―
―
現
状
の
高
校
生
に
、
い
ち
ば
ん
「
足
り

な
い
」
と
思
う
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

須
藤　

探
究
心
を
深
め
る
取
り
組
み
で
す

ね
。
目
の
前
の
課
題
に
追
わ
れ
、
知
識
を
覚
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え
る
こ
と
で
精
一
杯
。
問
題
点
を

自
分
で
発
見
し
、
答
え
の
無
い
状

況
か
ら
解
決
策
を
出
す
経
験
や
機

会
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。

安
田　

「
対
話
力
・
議
論
力
・
伝

え
る
力
」
や
「
協
働
力
・
共
感

力
」
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
共
同
体
の
力
も
弱
ま
っ
て

い
ま
す
。
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
で

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
ク
リ
ア
し

て
い
き
た
い
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
分

類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

①
学
問
に
関
す
る
領
域

②
仕
事
・
能
力
開
発
に
関
す
る
領
域

③
人
生
・
自
己
に
向
き
合
う
領
域

最
も
大
切
に
し
た
い
の
は
主
体
的
に
動
け
る

「
エ
ン
ジ
ン
」
で
す
。
学
問
や
自
分
の
人
生

に
向
き
合
う
「
内
発
的
動
機
」
を
「
Ｅ
‐
Ｌ

ａ
ｂ
」
で
一
緒
に
見
つ
け
て
あ
げ
た
い
。

―
―
「
大
学
で
の
学
び
と
就
職
の
関
係
」
の

講
座
で
は
、
企
業
が
求
め
る
能
力
と
大
学
で

必
要
な
能
力
は
違
う
、
と
伝
え
た
か
っ
た
？

安
田　

企
業
が
求
め
る
論
理
は
、
経
済
や
実

学
、
大
学
は
「
研
究
機
関
」
で
す
。
で
も
大

学
で
本
当
に
「
深
く
」
学
ん
で
き
た
人
な

ら
、
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
の
乖

離
は
あ
ま
り
無
い
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。
い

ま
の
世
の
中
の
多
く
の
人
に
欠
け
て
い
る
の

は
、
自
分
の
中
に
あ
る
絶
対
的
な
価
値
観
。

大
多
数
の
人
は
、
価
値
を
図
る
物
差
し
を
他

者
と
の
比
較
や
外
側
に
持
つ
。
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ

ｂ
」
が
目
指
す
「
純
度
の
高
い
学
び
」
で

は
、
お
金
に
換
金
で
き
る
か
否
か
の
価
値
観

で
は
な
く
、
目
に
見
え
な
い
倫
理
観
、
真
善

美
、
自
尊
感
情
な
ど
、
生
き
る
上
で
大
事
な

も
の
を
自
ら
育
て
る
姿
勢
、
を
養
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

―
―
大
学
生
講
師
の
方
々
に
も
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ

ｂ
」
の
活
動
は
生
き
そ
う
で
す
か
？

須
藤　

も
と
も
と
能
力
が
あ
る
方
達
で
す

し
、
学
ん
で
い
る
分
野
も
違
う
の
で
、
き
っ

と
多
面
的
に
大
学
や
学
問
の
い
ろ
ん
な
こ
と

を
、
高
校
生
に
教
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

―
―
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
は
大
学
機
関
の
先

生
も
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

安
田　

中
山
俊
秀
教
授
（
東
京
外
国
語
大
学

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
）
に

は
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
の
理
念
と
方
法
に
賛
同

を
頂
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
教
え
る
多
く
の

有
能
な
学
生
さ
ん
が
、
迷
っ
た
り
苦
し
む
姿

を
見
て
、
教
育
制
度
の
い
ろ
ん
な
矛
盾
を
肌

で
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ

ｂ
」
を
英
泉
塾
の
外
へ
と
広
げ
る
に
あ
た

　

塾
に
変
革
が
起
き
て
い
る
。
従
来
の
「
学
習
指
導
」
と
は
異
な
る
新
た
な
教
育
の
創
造
に
挑
ん
で
い
る
の
が
「
英
泉
塾
」（
さ
い
た
ま
市
・
戸
田
市
）
だ
。
有
限
会
社
Ｅ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
代
表
取
締
役
・
安
田
卓
史
氏
は「
合
格
や
成
績
ア
ッ
プ
は
、子
ど
も
や
保
護
者
と
交
わ
し
た
約
束
、塾
の
一
つ
の
使
命
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
英
泉
塾
は『
合
格
の
そ
の
先
』

に
こ
そ
有
用
な
、受
験
勉
強
で
獲
得
す
る
知
識
以
外
の
価
値
を
提
供
し
ま
す
」
と
意
気
込
む
。
昨
年
度
か
ら
高
校
生
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
習
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
」（
イ

ー
ラ
ボ
）
を
始
動
、
多
様
な
講
座
を
行
っ
て
い
る
。
大
学
で
、
社
会
で
、
人
生
で
必
要
な
「
知
」「
能
力
」
を
育
む
「E

xplore

（
探
究
）‐
Ｌ
ａ
ｂ
」
の
真
髄
に
迫
る
。

「
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育
」
が
進
化
す
る

未
来
を
見
通
す
学
び
を
深
め
て
創
造
的
な
人
間
を
育
成

大
学
受
験
の
学
習
指
導
と

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
両
輪

エ
ク
ス
プ
ロ
ア
（Explore

）
と

英
泉
（Eisen

）
の
「
Ｅ
」

世
界
と
自
分
を
探
究
す
る

知
へ
の
冒
険

共通共通

良
い
教
育
を
す
る
仲
間
が
増
え
れ
ば

日
本
の
教
育
は
も
っ
と
良
く
な
る

有限会社EISEN代表取締役・安田卓史先生。
英泉塾の教育理念は「一人ひとりを生かす教育」。
思考力・感受性・想像力・共感能力・表現力の涵養
と、真に自立した創造的人間の育成を目指す

高等部大学受験科副校長・「Ｅ－Ｌａｂ」プロジェクトリーダーの須藤
杏奈先生は独学で東大に現役合格。母校の県立浦和第一女子高
校の探究講座では言語学の講師兼ファシリテーターを務めた
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２０１７年 英泉塾
「Ｅ－Ｌａｂ」の
　　　取り組み

共通共通

り
、
中
山
先
生
の
支
援
は
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

須
藤　

新
年
度
早
々
に
も
、
中
山
先
生
と
高

校
生
・
保
護
者
が
、
リ
ア
ル
な
悩
み
や
不
安

を
直
接
話
し
合
う
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。

い
ま
進
行
中
の
企
画
は
、
高
校
生
が
社
会
と

繋
が
っ
て
問
題
解
決
に
挑
む
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
。
自
分
た
ち
も
社
会
と
関
わ
っ
て

い
る
、
と
実
感
で
き
る
活
動
を
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
の
講
座
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、

高
校
生
に
と
っ
て
当
事
者
意
識
が
持
ち
に
く

い
テ
ー
マ
設
定
だ
と
、
な
か
な
か
活
発
な
議

論
や
、
深
い
議
論
に
な
り
に
く
い
こ
と
だ
っ

た
の
で
。

―
―
そ
の
あ
た
り
の
部
分
は
、
小
学
部
・
中

学
部
か
ら
鍛
え
る
必
要
性
が
あ
る
、
と
？

安
田　

「
興
味
開
発
」
は
、
小
学
生
ぐ
ら
い

か
ら
や
っ
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た

ね
。
い
ま
自
分
の
国
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
、
遠
い
国
の
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
、
考
え
を
巡
ら
す
こ
と
が
「
知
性
」
で

あ
り
「
教
養
」
だ
と
思
う
ん
で
す
。
高
校
生

の
知
性
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
を
充
分
に

扱
え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
前
提
知
識

が
あ
れ
ば
も
っ
と
高
度
な
議
論
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

―
―
小
・
中
学
段
階
で
浮
か
び
上
が
る
問
題

点
か
ら
高
等
部
で
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

安
田　

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
良
い
意
味

で
の
「
自
尊
感
情
」
を
満
た
す
、
コ
ー
チ
ン

グ
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
は
絶
対
に
必
要

で
す
ね
。
あ
と
自
分
自
身
を
深
く
深
く
見
つ

め
て
い
く
「
知
性
」
の
修
得
。
良
書
・
名

作
・
文
学
・
哲
学
に
触
れ
る
機
会
を
「
Ｅ
‐

Ｌ
ａ
ｂ
」
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
昔
の
人
は
本
を
読
み
な
が
ら
自
分
の
人

生
を
「
本
気
で
」
考
え
て
い
た
と
思
う
ん
で

す
。

―
―
「
塾
」
が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

担
う
時
代
が
来
た
、
と
感
じ
ま
す
か
。

安
田　

㈱
F
r
e
e
w
i
l
l
ト
ー
タ
ル
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
代
表
・
柴
山
健
太
郎

氏
）
で
は
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
能
力
開

発
を
、
㈱
t
y
o
t
t
o
（
代
表
・
新
井
光

樹
氏
）
は
Ｉ
Ｔ
系
に
特
化
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
を
行
い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
英
泉
塾
は
人
文

科
学
が
メ
イ
ン
。
各
々
の
強
み
を
生
か
し

て
、
「
学
習
指
導
」
と
は
違
う
教
育
コ
ン
テ

ン
ツ
を
全
国
に
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
教
育
で
世
の
中
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
て
い
く
の
が
我
々
の
役
目
だ
ろ
う
、
と
彼

ら
と
は
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。

―
―
コ
ラ
ボ
の
可
能
性
も
あ
り
そ
う
で
す

ね
。

安
田　

自
分
の
本
当
の
価
値
や
適
性
に
気
づ

い
た
高
校
生
が
百
人
い
る
よ
り
千
人
、
一
万

人
い
た
方
が
日
本
に
と
っ
て
良
い
は
ず
で

す
。
こ
れ
を
英
泉
塾
の
中
だ
け
に
留
め
ず
、

オ
ー
プ
ン
講
座
と
し
て
地
域
の
高
校
生
に
、

さ
ら
に
全
国
の
塾
さ
ん
に
も
「
Ｅ
‐
Ｌ
ａ

ｂ
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

自
分
た
ち
だ
け
の
影
響
力
に
は
限
界
が
あ

る
。
従
来
の
学
習
指
導
も
当
然
必
要
で
す
が

足
り
な
い
も
の
が
多
い
。
新
し
い
教
育
を
推

進
す
る
に
は
「
仲
間
」
が
必
要
な
ん
で
す
。

ど
う
い
う
人
間
を
育
て
た
い
か
、
塾
は
ど
ん

な
社
会
貢
献
が
で
き
る
の
か
、
「
塾
」
の
可

能
性
を
、
そ
し
て
「
良
い
教
育
」
を
「
本
気

で
」
考
え
る
先
生
方
に
、
導
入
の
ハ
ー
ド
ル

は
低
く
、
で
も
素
晴
ら
し
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
塾
業
界
に
新
た
な
使
命
が
見
え
て
く
る

お
話
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大学生講師など９名が、専攻する学問につい
て高校生にもわかる内容で紹介

社会人ＯＧＯＢの例を挙げて、大学での学び
と就職との関わりの現状を知る

自己分析ツールで「自分がやりたいこと」を分
析し、学部選びのキッカケに

大学生講師をファシリテーターに、日本のハロ
ウィンの問題や解決法を議論

「MECE」などフレームワークを用いて、資料
から何を読み取れるか実践

講座①「学問の魅力を知ろう」 講座④「グループディスカッション」

講座②「自己分析ワーク」 講座⑤「ロジカルシンキング」

講座③「大学の学びと就職の関係」


